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新
津
夏
ま
つ
り
の
ラ
ス
ト

は
勇
壮
な
「
屋
台
・
た
る
み

こ
し
ま
つ
り
」
で
す
。
今
年

も
19
日
と
20
日
に
、
同
じ
く

新
津
本
町
通
り
な
ど
に
お
い

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
町
内
ご
と
に
自
慢
の
彫

り
物
が
施
さ
れ
個
性
豊
か
に

装
飾
さ
れ
た
７
台
の
屋
台
が
、

屋
台
囃
子
の
リ
ズ
ム
に
乗
っ

て
、
若
者
た
ち
が
、
屋
台
を

引
き
回
し
、
時
々
回
転
さ
せ

た
り
、
蛇
行
さ
せ
た
り
し
な

が
ら
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

の
宮
上
り
で
は
所
々
で
屋
台

同
士
が
押
し
合
い
を
行
い
、

ま
つ
り
は
最
高
潮
に
達
し
ま

し
た
。

　

８
月
３
日

（日）
に
、
各
町
内

の
お
囃
子
が
一
堂
に
集
ま
り

競
演
す
る
「
大
囃
子
祭
」
が

堀
出
神
社
に
て
開
催
さ
れ
、

に
い
つ
夏
ま
つ
り
の
ス
タ
ー

ト
を
飾
り
ま
し
た
。

　

８
月
16
日

（土）
に
は
、
に
い

つ
夏
ま
つ
り
を
彩
る
民
謡
流

し
「
新
津
松
坂
流
し
」
が
新

津
本
町
通
り
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

地
方
の
笛
や
太
鼓
の
演
奏

に
あ
わ
せ
て
18
団
体
約
６
６
０

人
の
踊
り
手
が
新
津
本
町
目

抜
き
通
り
で
踊
り
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

　

こ
の
優
雅
で
し
な
や
か
な

踊
り
を
一
目
見
よ
う
と
多
数

の
見
物
客
が
見
守
る
中
、
前

田
正
実
新
津
観
光
協
会
会
長
、

阿
部
隆
新
津
祭
り
実
行
委
員

長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
午
後

７
時
30
分
新
津
松
坂
協
会
の

地
方
の
笛
や
太
鼓
の
演
奏
に

合
わ
せ
て
一
斉
に
踊
り
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。　
　

　

踊
り
手
は
編
み
笠
に
色
と

り
ど
り
の
浴
衣
に
身
を
包
み
、

ま
た
中
学
生
は
各
部
活
の
衣

装
を
纏
っ
て
新
津
本
町
通
り

を
踊
り
歩
き
、
踊
り
手
と
見

物
客
と
も
一
体
と
な
っ
て
歴

史
と
伝
統
あ
る
「
新
津
松
坂

流
し
」
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
栄
町
、
山
谷
、

程
島
の
３
つ
の
地
域
の
里
神

楽
が
そ
れ
ぞ
れ
演
舞
を
披
露

し
、
観
客
が
大
き
な
拍
手
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

屋
台
・
た
る
み
こ
し
ま
つ

り
と
同
日
に
新
津
本
町
中
央

公
園
で
開
催
さ
れ
た
「
輪
っ

し
ょ
い
広
場
」
で
は
、
子
供

達
が
楽
し
め
る
催
し
物
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　

公
園
の
中
央
に
は
や
ぐ
ら

が
組
み
立
て
ら
れ
、
夜
で
も

明
る
く
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ

て
お
り
、
お
祭
り
ら
し
い
雰

囲
気
の
中
、
親
子
連
れ
を
中

心
に
、
た
く
さ
ん
の
来
場
者

が
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

・
㈲
新
津
清
掃
社

・
日
佑
電
子
㈱

・
㈱
八
重
電
業
社

・
㈱
桝
形
屋

・
㈱
ト
ー
ヨ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

・
㈱
一
楽

・
新
津
工
業
団
地
連
絡
協
議
会

・
新
津
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

・
新
津
荻
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

・
㈲
阿
部
久

・
㈲
本
間
製
菓

・
㈲
菓
子
工
房
マ
ツ
サ
カ
ヤ

・
㈲
羽
入

・
㈲
徳
永
商
店

・
松
月
分
店

・
保
護
司
会
秋
葉
支
部

に
い
つ
夏
ま
つ
り
大
盛
況
！！

に
い
つ
夏
ま
つ
り
大
盛
況
！！
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Ａ
１
，
宿
根
草
や
球
根
苗
、

牡
丹
、
芍
薬
の
販
売
を
行
っ

て
い
る
会
社
で
す
。

Ａ
２
，
ま
だ
２
年
目
な
の
で

大
き
な
仕
事
は
持
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
圃
場
の
水
や
り
や

幼
苗
の
経
過
観
察
、
委
託
管

理
の
一
部
の
作
業
を
担
っ
て

い
ま
す
。

Ａ
３
，
毎
年
秋
頃
か
ら
生
産

者
の
方
か
ら
牡
丹
を
集
荷
す

る
の
で
す
が
、
こ
れ
が
中
々

体
力
を
使
う
の
で
、
一
段
落

す
る
と
嬉
し
い
で
す
。

Ａ
４
，
中
央
区
で
遊
ん
だ
り
、

買
い
物
を
し
て
過
ご
す
こ
と

が
多
い
で
す
。

Ａ
５
，
旅
行
が
好
き
な
の
で
、

47
都
道
府
県
全
て
に
行
っ
て

み
た
い
で
す
。

Ａ
６
，
美
味
し
い
ラ
ー
メ
ン

屋
が
多
い
と
こ
ろ
で
す
。

Ａ
７
，
当
社
で
は
１
０
０
０
品

種
を
超
え
る
宿
根
草
を
扱
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
水
耕
栽

培
用
の
球
根
苗
は
初
心
者
や

忙
し
い
方
で
も
簡
単
に
育
て

る
こ
と
が
で
き
、
お
す
す
め

で
す
。
お
部
屋
や
庭
先
を
緑

で
彩
っ
て
み
た
い
と
い
う
方

は
お
気
軽
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

若
月
君
は
昨
年
（
２
０
２
４

年
）
３
月
に
大
学
を
卒
業
し
、

弊
社
に
入
社
し
て
２
年
目
に

な
り
ま
す
。
口
数
は
少
な
い

で
す
が
、
ど
ん
な
仕
事
に
も

真
摯
に
取
り
組
む
姿
勢
は
立

派
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
商
品

で
あ
る
宿
根
草
や
植
物
の
栽

培
や
特
性
に
つ
い
て
も
先
輩

か
ら
の
助
言
や
自
分
で
も
調

べ
て
し
っ
か
り
と
学
び
、
知

識
や
技
術
だ
け
で
は
な
く
、

商
売
の
仕
組
み
も
身
に
つ
け

て
、
将
来
の
柱
に
な
っ
て
く

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
し
、
若
月
君
な
ら
や
れ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
７
月
よ
り
新
津
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
を
拝
命

し
ま
し
た
。
当
ク
ラ
ブ
は
、

４
月
に
創
立
70
周
年
を
迎
え
、

設
立
以
来
「
超
我
の
奉
仕
」と

い
う
ロ
ー
タ
リ
ー
精
神
の
も

と
、
地
域
社
会
の
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
を
使
命
と
し
、

数
々
の
奉
仕
活
動
を
積
み
重

ね
て
参
り
ま
し
た
。
環
境
美

化
活
動
、
青
少
年
支
援
、
災

害
時
の
支
援
、
こ
ど
も
食
堂

の
支
援
、
花
火
大
会
の
協
賛

な
ど
、
地
域
の
皆
さ
ま
と
手

を
携
え
な
が
ら
歩
ん
で
き
た

70
年
で
す
。
能
代
川
沿
い
に

植
え
ら
れ
た
桜
並
木
は
、
当

ク
ラ
ブ
の
諸
先
輩
方
に
よ
る

記
念
樹
で
、
柄
目
木
大
橋
た

も
と
に
記
念
碑
も
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
お
近
く
に
お
越
し

の
際
は
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。

　

現
在
当
ク
ラ
ブ
は
16
名
と

い
う
少
人
数
な
が
ら
も
、
互

い
に
協
力
し
、
前
向
き
な
気

持
ち
で
活
動
を
続
け
て
お
り

ま
す
。
時
代
の
流
れ
と
と
も

に
地
域
の
課
題
は
変
化
し
て

い
ま
す
が
、「
奉
仕
の
心
」
は

今
も
な
お
変
わ
る
こ
と
な
く
、

次
世
代
へ
受
け
継
い
で
い
く

べ
き
大
切
な
価
値
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　

ロ
ー
タ
リ
ー
の
理
念
に
ご

関
心
の
あ
る
方
、
ま
た
、
地

域
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
志

を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
一

度
、
私
た
ち
の
活
動
に
触
れ

て
見
て
く
だ
さ
い
。
新
た
な

仲
間
と
の
出
会
い
を
、
心
よ

り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

う
に
に
常
連
さ
ん
に
愛
さ
れ

る
お
店
に
し
て
い
き
た
い
で

す
。

　

ま
た
、
喫
茶
店
に
ピ
ア
ノ

教
室
と
、
車
い
す
な
ど
の
福

祉
用
具
を
取
り
扱
う
会
社
も

併
設
し
て
い
ま
す
。

　

廃
園
し
た
市
之
瀬
幼
稚
園

が
ど
う
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の

か
・
・
・
ぜ
ひ
見
に
い
ら
し
て

く
だ
さ
い
。

　

１
年
前
に
廃
園
し
た
市
之

瀬
幼
稚
園
が
喫
茶
店
に
生
ま

れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

校
舎
は
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま

ま
使
用
し
、
地
元
の
人
や
卒

園
生
た
ち
が
「
懐
か
し
い
！
」

と
言
っ
て
訪
れ
て
く
れ
ま
す
。

　

ど
こ
か
懐
か
し
い
幼
稚
園

の
校
舎
で
す
が
、
１
つ
扉
を

開
け
る
と
そ
こ
は
異
世
界
の

よ
う
。
レ
コ
ー
ド
で
ク
ラ
シ
ッ

ク
音
楽
が
流
れ
る
ゆ
っ
た
り

と
し
た
空
間
・
・
・
並
べ
ら
れ

た
こ
だ
わ
り
の
ア
ン
テ
ィ
ー

ク
家
具
・
・
・
。
そ
の
雰
囲
気

の
中
で
ナ
ポ
リ
タ
ン
や
昭
和

プ
リ
ン
を
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。

　

喫
茶
店
の
マ
マ
は
東
区
に

あ
る
老
舗
、
喫
茶
カ
ン
ポ
ス

で
修
業
し
、
プ
リ
ン
な
ど
の

味
は
も
ち
ろ
ん
、
接
客
の
心

得
ま
で
勉
強
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
喫
茶
カ
ン
ポ
ス
の
よ

　

当
団
体
は
、
今
年
の
４
月

に
新
し
く
設
立
し
た
社
団
法

人
で
す
。
設
立
し
た
き
っ
か

け
は
、
団
体
の
理
事
の
一
人

が
ダ
ウ
ン
症
の
お
子
様
を
お

も
ち
で
あ
り
、
私
は
現
在
抗
癌

治
療
を
行
っ
て
い
る
癌
キ
ャ

リ
ア
で
、
少
な
か
ら
ず
社
会

で
の
「
生
き
づ
ら
さ
」
を
感

じ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
そ

の
よ
う
な
障
害
や
病
気
な
ど

で
「
生
き
づ
ら
さ
」
を
抱
え

る
す
べ
て
の
人
が
、
笑
顔
で

前
を
向
き
輝
け
る
社
会
に
な

る
よ
う
に
、
イ
ベ
ン
ト
や
共

生
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
な
ど

を
通
し
て
、
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
を
育
み
、
生
き
る
力

を
支
え
合
え
る
地
域
を
目
指

し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
行
う
活
動
と
し
て
は
、

毎
年
行
わ
れ
て
お
り
ま
す

「
に
い
つ
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
仮
装

ま
つ
り
」
の
新
た
な
事
務
局

と
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
内
容
の

立
案
や
運
営
全
般
を
行
い
ま

す
。
「
に
い
つ
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
仮

装
ま
つ
り
」
は
２
０
２
３
年

か
ら
障
害
の
あ
る
方
た
ち
に

イ
ベ
ン
ト
運
営
に
参
加
し
て

も
ら
い
、
地
域
の
方
々
と
交

流
し
多
様
性
の
あ
る
社
会
へ

の
理
解
を
深
め
て
頂
く
機
会

と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
是
非
、
皆
様
も
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

220
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220

34



制度名 貸付限度額 使途 返済期間 申込先利率

2,000万円
運転
設備

１０年以内経営改善貸付

日 

本 

政 

策 

金 

融 

公 

庫

※経営改善貸付は、無担保・無保証人融資制度です｡(通称：マル経融資）
融資対象者は、下記の要件を全て満たした方のみとなります。
①原則として６ヶ月以上、商工会議所の経営指導を受けている方
②最近１年以上、新潟市秋葉区(新津地域)内で事業を営んでいる方
③常時使用する従業員が商業・飲食業・サービス業では５人以下（宿泊業及び娯
楽業は２０人以下）、製造業・その他業種では２０人以下の法人・個人事業主の方
④所得税、法人税等の納期到来分の税金を完納されている方
〈特例〉賃上げ貸付利率特例制度の対象者は、創業後３ヶ月以上の事業者であって、
雇用者給与等支給額の総額が最近の決算期と比較して2.5%以上増加する見込みが
ある事業者に限ります。

新
津
商
工
会
議
所

2.00％
※特例：1.5％
（当初２年間） 

日
本
政
策
金
融
公
庫

能　登　半　島　地　震
特 　 別 　 貸 　 付

各融資制度の
限度額に6,000
万円を加えた額

令和６年能登半島地震による被災によって生じた損害を復
旧するために必要な設備資金および運転資金。または災害
に伴う社会的要因等により必要とする設備資金および運転
資金。

１５年以内
２０年以内

運転
設備

①被害証明書等の発行を受け
　た方
【3,000万円まで】
当初3年間：基準利率－0.9％
3年経過後：基準利率－0.5％
【3,000万円超】
基準利率－0.5％
②上記以外の方
各制度に定められた利率
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令和７年９月１日現在
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  小規模事業者持続化補助金（一般型通常枠）は、自ら策定した持続的な経営

に向けた経営計画に基づく販路開拓等の取組や、その取組と併せて行う業務効

率化（生産性向上）の取組を支援するため、それに要する経費の一部を補助す

るものです。

 本補助金は、当所経営指導員がご相談に応じています。

◆対象事業 者   小規模事業者
                    （従業員数：商業サービス業は５人以下、製造業他は２０人以下）

◆補助対象経費   機械装置等費、広報費、ウェブサイト関連費、展示会等出展費

                 （オンラインによる展示会・商談会等を含む）、旅費、新商品

                 開発費、借料、 委託・外注費

◆補 助 上 限   ５０万円
                     ※上記金額に、インボイス特例対象事業者は５０万円の上乗せ、賃金引
                         き上げ特例対象事業者は１５０万円の上乗せ、両特例対象事業者は２００
                         万円の上乗せ

◆補   助   率   ２／３（賃金引き上げ特例のうち赤字事業者は３／４）

◆公 募 期 間   ①申請受付開始：令和７年１０月  ３日（金）

                 ②申請受付締切：令和７年１１月２８日（金）１７：００

                   事業支援計画書（様式４）発行の受付締切：１１月１８日（火）

◆申 請 方 法   電子申請システムでのみ受付（郵送不可）
                     ※電子申請はＧビズＩＤプライムのアカウントが必要

                       https://gbiz-id.go.jp/top/

                 持続化補助金の詳細はこちらをご覧ください➡

                        ＜担当：経営指導員（近藤・柳・榎）＞

　100事業所（有効回答数97社、回答率97％）

　2025年4～6月期実績 及び 2025年7～9月期の見通し

　　今回の調査における全業種の業況DI値は、前期 (2025年1月～3月期の「-39.8」から今期

（2025年4月～6月期）に「-53.6」へとマイナス幅が拡大。景気全体としては依然として厳しい

水準にある。一方、サービス業は今期実績において唯一、売上高DI値が「+6.3」を記録。相

対的に回復傾向が見られる業種も存在する。全業種を通じたその他のDI値では、従業員数 DI

のみが「5.2」とプラスを維持し、雇用面では増加傾向がうかがえる。経営課題としては、「需

要の停滞」（49件）と「仕入単価の上昇」（44件）が全業種共通の大きな問題として引き続き

挙げられており、物価高と需要低迷の“ダブルパンチ”が地域経済に重くのしかかる状況が

続いている。価格高騰による企業活動への影響については、76％の事業所が「影響は継続し

ている」と回答しており、影響の持続性と深刻さが浮き彫りとなった。そのほか、「人件費

の増加・圧迫」（32件）、「原材料費・人件費以外の経費増加」（29件）、「金利負担の増加」（28

件）といった項目も、企業経営における主要な課題として挙がっている。

ＤＩ値



※

既
に
取
材
に
伺
っ
た
お
店

に
つ
い
て
は
改
め
て
連
絡
い

た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

１
．
取
材
時
期

　

令
和
７
年
10
月
～
11
月

 
 

（
予
定
）

２
．
取
材
方
法

　

秋
葉
区
Ｐ
Ｒ
大
使
の
ス
マ

ミ
ー
さ
ん
が
、
お
店
へ
訪
問

し
、
写
真
撮
影
、
動
画
撮
影
、

聞
き
取
り
等
を
行
い
ま
す
。

３
．
Ｍ
Ａ
Ｐ
掲
載
料 

 

無
料

４
．
発
行
時
期

令
和
８
年
３
月
頃
（
予
定
）

掲
載
申
込
先
：

　

新
津
観
光
協
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
２
５
０-

24-

３
７
７
７

E
-
m
a
i
l

：

n
-
k
a
n
k
o
u
@
f
s
i
n
e
t
.
o
r
.
j
p

　

新
津
観
光
協
会
で
は
今
年

度
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、

秋
葉
区
Ｐ
Ｒ
大
使
「
ス
マ
ミ
ー
」

と
共
に
飲
食
店
Ｍ
Ａ
Ｐ
の
作

成
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

飲
食
店
の
お
問
い
合
わ
せ

が
最
も
多
い
事
を
う
け
、
秋

葉
区
内
の
飲
食
店
を
Ｍ
Ａ
Ｐ

に
し
て
活
用
し
、
ま
た
動
画

を
作
成
す
る
こ
と
で
、
広
く

周
知
を
図
る
と
い
う
取
り
組

み
で
す
。

　

取
材
に
つ
い
て
は
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
サ
ー
で
あ
り
、
秋

葉
区
Ｐ
Ｒ
大
使
で
も
あ
る
ス

マ
ミ
ー
さ
ん
が
、
お
店
へ
訪

問
し
て
行
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
要

領
で
事
業
を
進
め
て
参
り
ま

す
の
で
、
掲
載
を
希
望
さ
れ

る
飲
食
店
の
方
は
、
９
月
末

日
ま
で
に
新
津
観
光
協
会
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

阿
賀
野
川
水
辺
プ
ラ
ザ
公
園

　

会
場
周
辺
に
は
無
料
駐
車

場
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

観
覧
会
場
駐
車
場
の
ご
利

用
は
事
前
に
ご
協
賛
い
た
だ

い
た
方
の
み
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
駐
車
場
へ
の

入
場
の
際
は
駐
車
券
が
必
要

で
す
。

　

観
覧
会
場
へ
お
越
し
の
際

は
、
新
津
駅
東
口
・
秋
葉
区
役

所
か
ら
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
（
有

料
）
を
運
行
致
し
ま
す
。

　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
の
内

容
や
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行

時
間
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て

は
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
下
さ
い
。

https://www.akihanabi.jp/

阿
賀
野
川
あ
き
は
な
び
ま
つ

り
実
行
委
員
会
（
新
津
商
工

会
議
所
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
２
５
０-

21-

１
０
３
９

e
-
m
a
i
l
:

a
k
i
h
a
n
a
b
i
@
n
i
i
t
s
u
.
o
r
.
j
p

　

本
年
度
で
第
13
回
目
と
な

る
阿
賀
野
川
あ
き
は
な
び
ま

つ
り
を
９
月
27
日

（土）
に
開
催

致
し
ま
す
。

　

あ
き
は
な
び
の
最
大
の
魅

力
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
秋

の
澄
ん
だ
夜
空
に
打
ち
上
が

る
花
火
の
美
し
さ
。
そ
し
て

心
に
染
み
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
花

火
。

　

当
日
は
13
時
か
ら
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
の
他
、
飲
食
ブ
ー

ス
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、
地
元

物
販
、
縁
日
ブ
ー
ス
な
ど
も

開
催
致
し
ま
す
。

　

秋
の
夜
長
に
花
火
を
楽
し

も
う
。

18
時
30
分
～
19
時
30
分
（
予

定
）

　

７
月
15
日

（火）
～
７
月
16
日 

 
 
 

（水）
に
、
に
い
つ
ま
ち
づ
く
り

会
議　

交
流
人
口
拡
大
分
科

会
に
て
、
視
察
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
行
き
先
は
、
石
川

県
金
沢
市
。
視
察
場
所
は
金

沢
商
工
会
議
所
、
金
沢
屋
台
、

金
沢
市
民
芸
術
村
の
３
カ
所

で
し
た
。

　

ま
ず
、
最
初
の
視
察
場
所

で
あ
る
金
沢
商
工
会
議
所
へ

訪
問
し
、
説
明
を
受
け
た
後
、

会
館
内
を
見
学
し
ま
し
た
。

金
沢
商
工
会
議
所
の
会
館
は

竣
工
後
年
数
が
そ
れ
ほ
ど
経
っ

て
お
ら
ず
、
近
い
将
来
計
画

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
会
議
所
の

新
会
館
建
設
に
向
け
、
大
変

貴
重
な
お
話
を
伺
う
事
が
で

き
ま
し
た
。

つ
ぎ
に
視
察
し
た
先
は「
金

沢
屋
台
」
で
し
た
。
こ
こ
は

金
沢
駅
に
ほ
ど
近
い
未
利
用

地
に
コ
ン
テ
ナ
店
舗
が
８
軒

立
ち
並
ぶ
、
屋
台
村
的
な
場

所
で
、
秋
葉
区
内
（
特
に
駅

近
く
）
に
あ
る
空
き
地
や
公

園
の
利
活
用
の
参
考
に
す
る

た
め
に
訪
問
し
、
実
際
に
視

察
参
加
者
で
利
用
し
て
き
ま

し
た
。

　

翌
日
は
、
金
沢
駅
か
ら
徒

歩
10
分
ほ
ど
の
場
所
に
あ
る

「
金
沢
市
民
芸
術
村
」を
視
察

し
ま
し
た
。
元
々
は
紡
績
工

場
の
跡
地
と
の
事
で
、
現
在

は
ほ
と
ん
ど
の
建
物
は
解
体

さ
れ
、
大
半
は
広
場
と
な
り

ま
し
た
が
、
一
部
レ
ン
ガ
造

り
の
倉
庫
な
ど
は
解
体
を
免

れ
、
現
在
は
芸
術
作
品
の
創

作
ス
ペ
ー
ス
や
貸
し
ス
タ
ジ

オ
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
こ
の
最
大
の
特
徴
は
、

施
設
を
24
時
間
利
用
可
能
と

い
う
点
で
あ
り
、
主
と
し
て

金
沢
市
民
が
好
き
な
時
間
に

好
き
な
だ
け
、
音
楽
や
芸
術

に
親
し
む
事
が
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

視
察
終
了
後
、
参
加
者
の

方
々
か
ら
は 

｢

大
変
有
意
義

な
視
察
研
修
と
な
っ
た｣

 

と

の
声
を
多
く
頂
き
ま
し
た
。

　

交
流
人
口
拡
大
分
科
会
で

は
、
今
回
の
視
察
で
得
た
経

験
と
知
識
を
活
か
し
、
秋
葉

区
の
地
域
振
興
に
活
か
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

ご愛読ありがとうございます

新潟市秋葉区滝谷町3番21号
TEL
FAX

0250（22）2015
0250（22）2050
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